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愛知県における加工用トマトの生産･加工の取組について 

園芸農産課  
 

１ 愛知県における加工用トマト生産の歴史と現状 

愛知県は、明治時代にトマトが全国で初めて栽培された地であり、加工用トマト栽

培の草分け的な存在です。明治 36 年頃から栽培が開始され、昭和 30 年代の最盛期に

は県内で 500 ヘクタール以上の栽培面積がありました。 

その後、トマトの加工品の輸入自由化の影響を強く受けたほか、病害虫の発生や、

盛夏に収穫作業が集中するため労働負担が大きく、他作物への転換が進み、栽培面積

は減少してきています。 

現在、愛知県は、全国の加工用トマトの生産県の最南西端に位置し、全国で最も早

く出荷が始まる地域となっています。また、北関東や長野県を中心とする他県産地に

比べ、高温条件の期間が長く、病害虫の発生等による収量の年次変動が大きいという

デメリットもあります。 

平成 26 年度は、生産者が 70 名余り、栽培面積は約８ヘクタールとなっています。

県内 10 市町（７農協）で生産されていますが、そのうち東三河地域の豊橋市、田原

市が約 60％を占めています。 

 
２ 地産地消で人気が高まるトマトの加工品 

   愛知県内にはいくつかのトマト加工メーカーの工場があり、トマトの加工品が生産

されています。愛知県で生産される加工用トマトの多くは、ピューレやホールトマト

に加工され、さらにケチャップに加工されたりしています。 

消費者の食の安全安心を求める声や地産地消の意識は年々高まっており、県内各地

の産直施設が賑わっているところですが、トマトの加工品においても例外ではなく、

県産トマトの加工品の引き合いは非常に強いものがあります。 

そこで加工メーカーとＪＡあいち経済連は、県内の農業法人等を新規栽培者として

開拓するなど栽培面積の拡大対策を進めています。 

 
３ 愛知県加工トマト生産振興協議会 

加工用トマトの生産者団体、加工メーカー及び行政の３者は、加工用トマトの生産

振興、流通改善などについて相互に連絡協調し、産地の育成強化と安定的な普及拡大

のため、昭和 37 年に愛知県加工トマト生産振興協議会を設立しました。 

現在の会員は、生産者団体としてＪＡあいち経済連、加工メーカーとして岡本食品

株式会社及びコーミ株式会社、そして行政として県園芸農産課です。 

加工トマト生産振興協議会では、県民の豊かな食生活に寄与することを目的として、

消費者団体にも参加いただいて、平成 18 年から毎年、加工用トマトの生産から消費
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にかかわる人たちが情報交換を行う「愛知県加工用トマト拡大協議会」を開催してい

ます。 

平成 27 年度は第 10 回の記念大会として、「愛知の加工用トマトを知ろう！食べよ

う！」というテーマで、盛大に開催しました。森岡副知事の列席のもと、高い収量を

上げた優れた生産者を表彰するとともに、生活協同組合や学校給食関係者などの参加

を得て、それぞれの立場の取組について情報交換し、有意義な会となりました。 

 
４ 愛知県産トマトの加工品の普及拡大に向けて 

トマトの収穫体験やケチャップ手作り体験など、生産者、加工メーカー、消費者を

つなぐ取組が各地で盛んに行われています。学校教育においても、県内の学校教諭を

対象とした栽培視察等が実施され、学校給食での県産トマトの加工品の利用が推進さ

れており、県産トマトの消費拡大の機運の醸成はさらに進んでいます。 

 
現在最も大きな課題となっているのは、加工用トマトの生産量の確保です。この課

題を解決するために、加工トマト生産振興協議会では、本年度、三つの試験を実施し

ています。一つ目は、収穫支援機の利用です。収穫作業の効率化、軽作業化は全国的

な課題となっており、他産地で試作された支援機を本県でも試験導入するものです。

二つ目は、早期定植による収穫時期の調整です。ほ場により収穫時期を分散させるこ

とができれば労働力の確保が容易になります。三つ目は、耐病性台木の接ぎ木苗の利

用で、病気に強いため土地を選ばず一定以上の収穫が期待できます。 
これらのデータを積み重ねて、加工用トマトの安定した栽培を行い、より一層、愛

知県産トマトの加工品を消費していただけるよう、生産者、加工メーカーとともに取

り組みを進めていきます。 
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「とよた新茶・手もみ講習会」が開催されました 
 

豊田加茂農林水産事務所農政課 
 

 ５月１日の八十八夜を前に、今年も豊田市茶業組合主催の「とよた新茶・手もみ講習会」

が、平成 28 年４月 27 日に豊田市豊栄町の製茶工場で開催されました。 

 この講習会は、平成元年頃から、毎年、製茶技術の基本である手もみ技術の習得、新茶

の季節の到来をＰＲすることなどを目的に行われています。 
 
 講習会の開始に先立ち、茶業組合から招待された地元の「渡刈こども園」の園児 48 名が

豊田市長と一緒に「茶摘み」を体験しました。園児たちは茶業組合の方から「柔らかい葉

を選んで、指先で軽く摘んでください。」とアドバイスを受けながら、真剣な表情で丁寧に

茶葉を摘み取っていました。 
 
 会場では茶業組合の方が焙炉（ほいろ）と呼ばれる加温された台の上に蒸した茶葉を広

げ、若い組合員に技術指導を行いました。 
 その後、豊田市長や豊田加茂農林水産事務所長を始め来賓として招かれた方々が、茶業

組合の方から「お茶を大きく転がすようにもんでください。」とアドバイスを受けながら、

「茶摘み体験」をしたばかりの「渡刈こども園」の園児たちと一緒にお茶の手もみを体験

しました。 
 
 一番茶は、５月上旬にかぶせ茶の摘み取りが行われ、その後、てん茶の摘み取りが５月

中旬から下旬まで行われる予定です。 
 また、標高の高い下山地区では、せん茶の摘み取りが５月中旬から下旬まで行われ、そ

の後、てん茶の摘み取りが６月上旬から中旬まで行われる予定です。 
 
 茶業組合の組合長は、「今年も昨年同様天候に恵まれたので、良質なお茶が取れると期待

している。お茶は海外からも健康な飲み物として注目されているので、これからも安心安

全な良いお茶をたくさん作っていきたい。」と話していました。 
 

農林水産事務所農政課では、農業改良普及課と連携をとり、今後も地域の特産である茶

業の振興に取り組んでいきます。 
 

                 
     豊田市長と園児の茶摘み体験         来賓と園児の手もみ体験 
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東京事務所行政課農産物流通対策グループ

首都圏における青果物の産地リレー概況

首都圏（１都３県）の人口は3,500万人を超え、東京都中央卸売市場では毎年約2,000千トンの

青果物（野菜と果実）が取り扱われています。

下図は、本県産青果物の主な品目に注目して、年間を通してどこの産地から首都圏に供給され

ているのかを、平成27年の東京都中央卸売市場集計結果をもとに示したものです。なお、表中の

産地名（県は省略）は下から占有率が高くなっています。

１ 野菜

（１）キャベツ （２）トマト

主要産地は、冬：本県。春：神奈川、千葉。 主要産地は、冬～春：熊本、栃木、本県。夏～

夏～秋：群馬、岩手。本県産の終盤、開始時に 秋：青森、北海道、千葉。初夏、初秋に茨城から

茨城からの入荷が増える。 の入荷が増える。

（３）ミニトマト （４）ふき

主要産地は、冬～春：熊本、本県、宮崎。夏～ 主要産地は、本県と群馬。本県産は秋～春ま

秋：茨城、北海道、青森。千葉は年間通して入荷。 で入荷し、群馬は春に入荷。

東日本情報 
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（５）ブロッコリー （６）さやえんどう

主要産地は、冬～春：埼玉、本県、香川。夏～ 主要産地は、秋～春：鹿児島、本県、長崎。

秋：北海道、長野。米国産は冬に少なくなるが、 春～夏：福島、北海道。中国産は通年輸入。

通年輸入。

（７）サニーレタス （８）おおば

主要産地は、冬：茨城、福岡、本県。春～秋： 主要産地は、本県と茨城。産地が少なく年間安

長野、茨城。本県産は12～２月に多く入荷。 定した入荷。

２ 果実

（１）いちじく類 （２）かき類

主要産地は、本県と和歌山。本県産は春～秋 主要産地は、和歌山と奈良。本県含め秋中心

に入荷し、他産地は夏～秋に入荷。 に入荷。

以上から、各産地がリレーのように切り替わって首都圏に供給されている状況が伺えます。
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花き流通情報連絡協議会の活動について 

 
東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 
  はじめに 

花き流通情報連絡協議会（以下「花き協」という。）は、花きの生産及び流通

に関する情報の収集と交換を行い、花きの生産振興を推進するため、在京都道

府県、農業団体を会員、都内の７卸売事業者を賛助会員として運営しています。  
花き協ではその活動として、各産地・卸売事業者における毎月の生産・出荷・

販売状況の情報共有、年５回の情報交換会や花き消費促進イベント、視察研修

会等を行っています。 
 
  主な活動内容 

(1) 生産・出荷・販売状況の情報共有及び情報交換会 

     会員間での情報交換として、各産地においては主要品目の生産・出荷情

報、また卸売事業者においては輸入・販売状況を毎月とりまとめ、情報が

会員に提供されます。また、物日の前月には情報交換会が行われます。情

報交換会は例年４月（母の日）、７月（盆）、８月（彼岸）、11 月（クリスマ

ス、年末）、２月（彼岸）に開催しており、在京都道府県、農業団体、卸売

事業者により意見交換が行われます。 
(2) 花き消費促進イベント及び講演会 

    花き消費促進イベントとして、フラワーバレンタインを盛り上げるため、

平成 28 年２月 13 日（土）に東京都千代田区で開催された有楽町交通会館

マルシェにブース出展し、本県産バラを始め５種類の花束販売を行いまし

た。また講演会として、平成 28 年３月１日（火）に、法政大学経営大学院

の小川孔輔氏により、「花きの需要動向・花き業界の行方」と題して話を伺

いました。 
(3) 視察研修会 

    幅広く花き生産技術、生産出荷、販売に

ついての情報収集を行うため、毎年、会員

産地への視察研修会が実施されています。

平成 27 度は 10 月に行われ、群馬県の生産

者団体「前橋バラ組合」と「上州の蘭 2011」

を視察しました。 
 
  最後に 

花き協は在京都道府県、農業関係団体、卸売事業者が一堂に会し、情報交換

できる貴重な場となっています。今後も花き協を通じて様々な産地情報を提供

していきたいと思います。 

写真：群馬県視察の様子 

フラワーページ 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：おおば）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ２３７ ２１３ ３，３３３ ３，３６４ 高知 (６％)
(９０％) 大分 (２％)

２８年見通し ２２５ － ２，８５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

年明けからは、比較的温暖な気候で、順 ここ数年、大葉にとっては堅調な販売が続
調な生育及び出荷が続いた。本年は猛暑の いているが、内容についてはシーズン中ポイ
予報もあり、夏場の品質低下、出荷の減少 ントとなる需要期（ゴールデンウィーク、盆
が心配される。生産面積は大きな変動はな 、正月）の数量が確保できず、価格が高騰し
い見込み。産地では、加工労働力の不足が た経緯が目立つ。
あり、出荷量への影響も懸念される。 収め需要のウエイトが高い品目だけに、輸

入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 入の動向が懸念される需要期に合わせた計画
をかなり下回る見込み。 生産の強化を望む。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ハウスみかん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ２，８２６ ３０３ ９９２ １，１９６ 佐 賀 (７０％)
( １１％) 愛 知 (１１％)

長 崎 ( ５％)
２８年見通し ２，８５０ － １，０００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

佐賀を中心に愛知、大分、長崎が入荷の ハウスみかんは５月から８月にかけての
大半を占める。前年より加温面積が増加し ギフト商材としての引き合いが強い。
た産地もあり、各産地とも生育は順調。佐 なかでも愛知産は、他産地よりも良食味
賀は加温開始が早まったことに加え栽培面 で、品質も安定しており、果物専門店や量
積も増加したため、５月の入荷量は前年を 販店などからの信頼が高い。反面評価も厳
上回った。今後とも順調な入荷が見込まれ しいので、出荷にあたってはこれまで以上
る。長崎は６月下旬から７月中旬にかけて に浮皮や着色などに注意して選果して欲し
ピークを迎えるが、生育は順調に推移して い。
いる。入荷量、価格ともに前年並となる見
込み。
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名古屋・東京市場における青果物の６月の見通し

５月30日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３２，２６１ 229 222 223 愛知 23%
２４年 ３２，７９６ 213 196 205 長野 17%
２５年 ３０，３２８ 198 219 203 茨城 9%
２６年 ３１，５１８ 217 213 223 北海道 6%
２７年 ３２，６５０ 252 256 242

５ ヵ 年 平 均 ３１，９１１ － － －

２８年見通し ３１，３００ － － －

２３年 １，８３０ 77 81 107 青森 53%
２４年 １，７４４ 89 83 94 愛知 30%
２５年 １，６１４ 77 77 99 北海道 14%
２６年 １，６６６ 82 83 91 長野 1%
２７年 １，８２９ 67 85 90

５ ヵ 年 平 均 １，７３６ 78 82 96

２８年見通し １，７００ 80 85 90

２３年 １，６１４ 125 141 150 岐阜 33%
２４年 １，２００ 150 163 191 青森 16%
２５年 １，１５０ 131 143 155 北海道 18%
２６年 １，２７５ 117 133 145 徳島 12%
２７年 １，３３９ 193 217 177

５ ヵ 年 平 均 １，３１６ 143 159 163

２８年見通し １，２５０ 150 160 170

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２８
２０９
２０８
２２０
２５１

だ
　
い
　
こ
　
ん

８６
８８
８２
８３
７８

８３

前年主要産地（％）

２２３

２２２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知、長野を中心に茨城、北海道などか
ら入荷する。多くの品目で産地が高冷地も
の等に変わってくる。北日本を中心に高温
あったが、一部の品目では端境で入荷の増
減が激しい。全般的に生育は順調である。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は前年
をかなり下回る見込み。

１６０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　

　青森を中心に愛知、北海道から入荷する。青
森、北海道からは５月末から６月にかけて出荷
され、６月上旬にピークを迎える。生育は順
調。本県は終盤になるが、肥大不足が懸念され
る。
　入荷量は前年をかなり下回り、単価は前年を
かなり上回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３６
１６５
１４１
１２８
１９６

１５３

　岐阜を中心に青森、北海道、徳島などか
ら入荷する。前半には岐阜、後半には青
森、北海道から入荷する。各産地ともに気
温も高く推移しており、生育は順調も例年
よりも１週間ほど早く入荷する。入荷量は
前年をかなり下回るものの、単価は高かっ
た前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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注）

５月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １２６，７８２ 232 229 237 千葉 18%
２４年 １３２，８８２ 206 210 227 茨城 15%
２５年 １２７，６３４ 208 220 232 長野 9%
２６年 １２８，２５１ 221 237 246 群馬 8%
２７年 １３１，７１９ 252 268 266 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 １２９，４５４ － － －

２８年見通し １３２，０００ － － －

２３年 ８，４５５ 75 78 100 青森 54%
２４年 ８，３０６ 82 74 89 千葉 22%
２５年 ７，６３４ 79 77 99 北海道 16%
２６年 ８，２４１ 73 77 87 茨城 3%
２７年 ８，５０４ 68 88 91 栃木 3%

５ ヵ 年 平 均 ８，２２８ 75 79 93

２８年見通し ８，７００ 85 80 75

２３年 ７，０４４ 130 114 108 千葉 72%
２４年 ６，３８１ 147 147 150 埼玉 9%
２５年 ６，４５３ 137 143 136 茨城 5%
２６年 ６，６７８ 143 133 122 青森 4%
２７年 ７，１０３ 191 182 143 北海道 4%

５ ヵ 年 平 均 ６，７３２ 150 144 131

２８年見通し ７，３５０ 150 140 130

「ねぎ」は「こねぎ」を含む、「なす」は「長なす」と
「べいなす」を含む。※印は４ヵ年平均。

　千葉、茨城など関東産地を中心に、長野
からの入荷が増加する。洋菜類は関東と長
野、果菜類と土物類は西南暖地が中心。気
温高の影響で根菜類や葉菜類などが前進出
荷傾向、順調出荷の見込み。

　青森、千葉、北海道からの入荷が中心と
なる。暖冬の影響で雪解けが早くなるなど
全体的に出荷が早まる見込みで生育良好。
千葉は終盤を迎え、青森、北海道からの入
荷が増えてくる。

　千葉を中心に埼玉、茨城からの入荷とな
る。千葉は生育、肥大ともに良好で順調出
荷が期待できる。埼玉は一部地域で害虫被
害が散見されるが生育は概ね良好で前年以
上の出荷を見込む。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１７
１４８
１３８
１３２
１７０

１４１

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

２３３

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８４
８２
８４
７９
８２

８２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をわずかに下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３３
２１５
２２０
２３４

前年主要産地（％）

２６２

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，６７９ 81 68 70 長野 81%
２４年 １，７１２ 64 47 73 茨城 15%
２５年 １，５９７ 55 77 60 群馬 4%
２６年 １，４１７ 74 82 102
２７年 １，５４０ 130 134 98

５ ヵ 年 平 均 １，５８９ 80 81 80

２８年見通し １，４５０ 90 90 90

２３年 ３，９１７ 47 60 83 茨城 43%
２４年 ４，２３５ 70 58 62 愛知 37%
２５年 ３，３８４ 73 114 102 長野 7%
２６年 ３，８００ 69 74 96 秋田 3%
２７年 ４，２３６ 95 85 84

５ ヵ 年 平 均 ３，９１４ 71 77 84

２８年見通し ３，９００ 80 80 80

２３年 ２３５ 530 610 580 岐阜 70%
２４年 ２８７ 473 466 544 長野 13%
２５年 ２２１ 463 577 677 茨城 9%
２６年 ２０３ 484 543 690 愛知 5%
２７年 ２６１ 574 593 599

５ ヵ 年 平 均 ２４２ 506 555 612

２８年見通し ２６０ 560 590 580

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知、茨城を中心に、長野などから入荷
する。各産地ともに生育は順調に進んでい
るが、やや前進傾向である。
　入荷量は前年をかなり下回り、単価も前
年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に、茨城などから入荷する。
長野の作付けは前年並みで、生育は順調。
やや前進しており、５月下旬から出荷がス
タート。中旬一時減るものの下旬にかけて
増加する。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は高
かった前年大幅に下回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

６２
６８
９５
８０
８７

７８

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

７１
５８
６２
８４

１１８

７８

９０

 前年及び本年の

５８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に長野、茨城などから入荷す
る。岐阜は例年６月上旬にピークとなる
が、冬場の降雪が少なかったため、10日ほ
ど早くピークを迎える。そのため、上旬は
入荷がやや減り、その後増えてくる。
　入荷量、単価ともに前年並が見込まれ
る。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

５７３
４９９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５５５
５６５
５８９

５５４

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５，８５６ 47 57 60 長野 55%
２４年 ５，５８３ 47 42 60 茨城 25%
２５年 ５，１９７ 38 73 59 群馬 18%
２６年 ５，３９７ 59 76 99
２７年 ５，６８１ 96 135 95

５ ヵ 年 平 均 ５，５４３ 58 77 75

２８年見通し ５，８００ 65 80 80

２３年 １４，６４１ 38 44 81 千葉 50%
２４年 １６，９７５ 57 50 58 茨城 24%
２５年 １３，５８０ 69 88 87 群馬 10%
２６年 １４，４２０ 61 63 92 神奈川 6%
２７年 １６，２６７ 76 75 87 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 １５，１７７ 60 63 80

２８年見通し １６，８００ 80 70 60

２３年 １，３６５ 430 435 429 群馬 29%
２４年 １，４５３ 366 362 447 茨城 27%
２５年 １，２８６ 400 408 561 栃木 15%
２６年 １，３７０ 350 454 565 岩手 13%
２７年 １，４３４ 508 473 501 埼玉 5%

５ ヵ 年 平 均 １，３８２ 411 426 499

２８年見通し １，４５０ 440 430 450

　長野、茨城、群馬からの入荷がほとんど
を占める。各産地とも生育良好で順調出荷
が期待できる。長野、茨城は前進出荷傾
向。茨城は切り上がりが早まる見込み。

　千葉、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。各産地とも前進出荷傾向で生育
良好。群馬は中旬頃出荷が始まる見込み。
神奈川は終盤を迎える。

　群馬、茨城など関東産地を中心に岩手か
らも入荷する。群馬、茨城は生育良好で前
進出荷傾向。岩手は上旬に出荷ピークを迎
える見込み。

４４３
４４６
４９２

４４０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４３１
３９１

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

５２
５５

７９

６７

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高方
前年をかなり下回る見込み。

８１

は
　
く
　
さ
　
い

５５
５０
５７
７９

１１１

７１

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７１

 入荷量・価格の動き

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ７２６ 429 365 354 愛知 29%
２４年 ６５２ 389 389 424 大分 14%
２５年 ７０４ 408 421 464 茨城 12%
２６年 ６７６ 401 398 410 静岡 12%
２７年 ６５４ 480 489 472

５ ヵ 年 平 均 ６８２ 421 411 424

２８年見通し ６５０ 480 450 420

２３年 １，７０８ 128 134 192 長野 99%
２４年 １，６３１ 134 133 151 愛知 1%
２５年 ２，０７０ 139 105 106
２６年 ２，１５５ 140 150 154
２７年 ２，２１９ 169 156 153

５ ヵ 年 平 均 １，９５７ 143 136 150

２８年見通し ２，１００ 140 140 150

２３年 １，６４７ 355 255 327 愛知 32%
２４年 １，６５６ 168 186 275 長野 27%
２５年 １，４６１ 274 253 291 群馬 12%
２６年 １，５７４ 217 275 280 埼玉 11%
２７年 １，５４９ 193 261 267

５ ヵ 年 平 均 １，５７７ 241 245 288

２８年見通し １，５００ 265 265 265

品
目
名

１３５

４２４
４０１
４７１

４０６  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

　長野中心の入荷となる。気温が高めで推
移し、松本、北佐久なども１週間から10日
ほど前進している。生育は順調で大玉傾向
となる見込み。
　入荷量、単価ともに前年をやや下回る見
込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　夏ねぎは愛知、白ねぎは鳥取が中心。夏
ねぎは５月中旬の端境で価格が高騰した
が、６月に入り出荷量も増えてくる。鳥取
の白ねぎは前進し、４Ｌ中心の出荷とな
る。全体的にはやや細めの仕上がり。入荷
量は前年並、単価は前年をやや下回る見込
み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１４１
１２４
１０８
１４４
１５３

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、長野、群馬、埼玉など各産地から
入荷する。本県、高知などの冬春産地は樹
勢も低下してきており、数量は出ない見込
み。春夏産地からは順調。下旬に数量的に
落ち込む時期も見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、単価は前年
をかなり上回る見込み。

２５３

 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２５１
２３５

 前年及び本年の

２６５

３７３
３６３

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３０７
２０４
２６８
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５，０７６ - - - 茨城 60%
２４年 ４，８２６ 325 322 330 千葉 19%
２５年 ４，３３２ 360 416 453 中国 5%
２６年 ４，３７１ 403 420 365 福岡 4%
２７年 ４，３８２ 459 465 480 埼玉 2%

５ ヵ 年 平 均 ４，５９７ 385※ 404※ 405※

２８年見通し ４，６００ 400 380 360

２３年 ７，６７１ 162 126 116 長野 72%
２４年 ７，９５９ 124 124 151 群馬 21%
２５年 ８，６７３ 127 105 106 岩手 4%
２６年 ７，９９１ 133 151 159 茨城 2%
２７年 ８，５９１ 150 152 154

５ ヵ 年 平 均 ８，１７７ 139 132 137

２８年見通し ８，８００ 140 130 140

２３年 ６，９６７ 352 234 302 埼玉 26%
２４年 ７，４６５ 153 172 256 群馬 19%
２５年 ６，８５３ 278 246 296 福島 15%
２６年 ７，０６９ 220 320 271 茨城 9%
２７年 ７，７６０ 198 242 232 千葉 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，２２３ 238 242 270

２８年見通し ７，９００ 240 230 220

４０９

３１８
３２６

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２９２
１９２
２７０
２６８
２２４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見込み。

２４８

　埼玉、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。埼玉は中旬頃までまとまった出
荷がある。群馬は長期作型の切り上がりが
早まる見込み。福島は露地ものが中旬頃か
ら出荷の見込み。

 前年及び本年の

１３７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。

　長野、群馬からの入荷が中心となる。長
野、群馬ともに生育良好で前進出荷傾向。
順調出荷が期待できる。長野は作付け面積
微増。群馬は定植作業が順調に推移。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１３３
１３４
１１２
１４８
１５２

１３６

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

　茨城、千葉など関東産地を中心に中国、
福岡からも入荷する。茨城は一部地域で抽
台が散見されるが生育は概ね良好で順調に
肥大、中旬にピークを迎える見込み。千葉
は生育良好で順調出荷が期待できる。

３９７
４６８

３８０

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，０１３ 376 390 413 愛知 43%
２４年 １，１００ 298 334 329 熊本 24%
２５年 １，０６７ 251 263 257 宮崎 17%
２６年 １，２７０ 284 278 286 高知 5%
２７年 １，１４８ 353 355 352

５ ヵ 年 平 均 １，１２０ 311 322 325

２８年見通し １，１５０ 330 330 330

２３年 １，４７２ 277 265 312 熊本 32%
２４年 １，７８４ 302 279 297 愛知 30%
２５年 １，６６０ 214 271 255 三重 14%
２６年 １，９２３ 204 188 251 岐阜 11%
２７年 １，８６６ 266 280 297

５ ヵ 年 平 均 １，７４１ 252 255 281

２８年見通し １，８００ 250 250 250

２３年 ３７５ 525 558 619 熊本 41%
２４年 ４６７ 560 479 570 愛知 36%
２５年 ４７９ 445 553 599 北海郷 11%
２６年 ５０６ 505 467 548
２７年 ４９５ 592 583 612

５ ヵ 年 平 均 ４６４ 525 527 588

２８年見通し ４８０ 500 525 550

な
　
　
　
　
す

３８８
３１８
２５４
２８２
３４７

３１６  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。
　熊本は震災の影響はない。また、各地と
もに気温も高く推移しており順調な入荷が
見込まれる。中旬以降には夏秋産地からの
出荷もはじまり潤沢となる。
　入荷量は前年並、単価は前年をやや下回
る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

２７６
２８９
２４０
２０８
２７９

２５７  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に三重、岐阜などから
入荷する。熊本は20日頃に終了の見込み。
３月から５月にかけて天候も良く、夏秋ト
マトは生育もよく順調な出荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５５９
５４５
５２６
５１４
５９４

５４７  前年及び本年の

５２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に北海道、和歌山など
から入荷する。熊本は上旬には終了する。
愛知は順調な生育。北海道は例年並みかや
や遅れ気味となっている。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は前年
をかなり下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

150

300

450

600

0
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7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

単価

円/Kg
数量

t

月

0
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0
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2400
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単価
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月

0
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1,000

0

200

400

600

800

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

単価

円/Kg

数量

t

月
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３，８８２ - - - 高知 31%
２４年 ４，３６２ 340 349 354 群馬 15%
２５年 ４，２９４ 297 303 335 福岡 14%
２６年 ４，７８７ 327 357 356 栃木 10%
２７年 ４，８５９ 354 370 366 茨城 10%

５ ヵ 年 平 均 ４，４３７ 330※ 346※ 354※

２８年見通し ４，７００ 360 380 380

２３年 ８，２１４ 296 268 310 栃木 23%
２４年 ９，４０１ 320 292 309 千葉 13%
２５年 ９，２８６ 226 263 262 熊本 13%
２６年 ９，５３６ 215 228 266 茨城 11%
２７年 ９，６０８ 276 299 308 愛知 10%

５ ヵ 年 平 均 ９，２０９ 266 270 291

２８年見通し ９，６００ 270 290 290

２３年 １，３２８ 473 510 597 熊本 24%
２４年 １，７４１ 523 468 538 愛知 24%
２５年 １，９６６ 396 476 476 千葉 13%
２６年 ２，１０６ 439 427 452 茨城 12%
２７年 １，９２２ 556 559 554 宮崎 6%

５ ヵ 年 平 均 １，８１３ 476 486 517

２８年見通し ２，０００ 470 450 430

　熊本、本県、千葉、茨城からの入荷が中
心となる。各産地とも生育良好で順調出荷
が期待できる。熊本、本県は終盤に近づ
き、千葉はピークを迎え、茨城は出荷量が
まとまってくる。

４５０

４９１

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５２０
５１１
４４７
４３９
５５６

 前年及び本年の

２８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

　栃木、千葉、熊本、茨城からの入荷が中
心となる。栃木はＧＷ明けに摘心、夏秋作
の出荷が始まる見込みで前進出荷傾向。千
葉は生育は概ね良好。熊本、本県は終盤を
迎える。東北産地は前進出荷傾向。

ト
　
　
マ
　
　
ト

２９０
３０８
２４９
２３４
２９２

２７４

 前年及び本年の

３７３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに上回る見込み。

　高知、群馬、福岡などからの入荷が中心
となる。高知と福岡は天候不順の影響で着
果量が不安定なため出荷量が伸びていな
い。群馬は生育良好で夏秋ものの出荷が始
まる。

な
　
　
　
　
す

４３８
３４８
３１０
３４７
３６３

３５９

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５５３ 468 393 374 茨城 55%
２４年 ６１８ 264 232 272 宮崎 23%
２５年 ５７１ 211 305 377 高知 18%
２６年 ６１０ 217 267 309 岩手 2%
２７年 ６５１ 341 355 366

５ ヵ 年 平 均 ６０１ 299 309 339

２８年見通し ６００ 250 300 350

２３年 ２，９５９ 213 173 145 長崎 54%
２４年 ３，０３５ 82 76 70 静岡 16%
２５年 ２，８２３ 94 98 95 北海道 14%
２６年 ２，４７５ 127 124 119 熊本 8%
２７年 ２，６９７ 213 211 253

５ ヵ 年 平 均 ２，７９８ 145 135 135

２８年見通し ２，６５０ 140 150 160

２３年 ３，８８６ 63 64 64 愛知 57%
２４年 ３，１０７ 104 106 126 兵庫 26%
２５年 ３，２５９ 73 84 67 北海道 11%
２６年 ３，８７９ 101 95 94 千葉 3%
２７年 ３，８３１ 121 129 96

５ ヵ 年 平 均 ３，５９２ 92 95 89

２８年見通し ３，８００ 80 80 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３８５
２３０
２５９
２３９
３３５

２８９  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に宮崎、高知などから入荷す
る。各産地順調な入荷が見込まれる。
　入荷量、単価ともに前年をかなり下回る
見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１８３
７５
９５

１２２
２２３

１３９  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長崎を中心に、静岡、北海道、愛知など
から入荷する。長崎は雪や霜の影響で一部
被害を受けたところもあったが、おおむね
生育順調で大玉傾向。静岡も生育順調でＬ
玉中心の出荷となる。
　入荷量は前年並、単価は高かった前年を
大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６３
１１０

７４
９６

１１５

９１  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に、兵庫、北海道から入荷す
る。各産地ともに順調な生育で進んでいる
が、一部産地では、降雨の影響で品質の低
下が懸念される。
　入荷量は前年並、単価は高かった前年を
大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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月
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，４９２ 227 200 238 茨城 83%
２４年 ２，６２１ 393 304 295 高知 6%
２５年 ２，７０１ 362 259 202 岩手 5%
２６年 ２，４４０ 214 256 287 宮崎 4%
２７年 ２，４９９ 343 349 306

５ ヵ 年 平 均 ２，５５１ 310 274 265

２８年見通し ２，５００ 300 300 300

２３年 ９，５３４ 191 222 208 長崎 52%
２４年 １２，３６３ 147 106 94 静岡 14%
２５年 １０，６８２ 96 104 105 茨城 11%
２６年 ８，７８４ 132 127 124 千葉 10%
２７年 ８，１３８ 221 237 272 熊本 7%

５ ヵ 年 平 均 ９，９００ 154 153 153

２８年見通し ８，３００ 200 200 200

２３年 １４，２４４ 95 86 59 佐賀 40%
２４年 １４，１６１ 102 97 100 兵庫 19%
２５年 １５，１３４ 64 67 66 香川 12%
２６年 １０，７０５ 107 104 118 栃木 7%
２７年 １０，０８７ 125 129 138 中国 5%

５ ヵ 年 平 均 １２，８６６ 96 94 92

２８年見通し １０，０００ 115 120 125

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６５
１１０
１３０

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年並で、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

７８
１００

９３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

２０７
１１２
１０１
１２８
２３９

１５２

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２１９
３３０
２７２
２５０
３３４

２８２

　佐賀、兵庫、香川からの入荷が中心とな
る。佐賀は中晩生に切り替わる時期でベと
病発生が懸念材料。兵庫は生育良好も出回
りは価格次第。香川は生育良好だが作付け
減。

　長崎を中心に静岡、茨城、千葉からの入
荷となる。長崎は出荷ピークが中旬頃まで
続き前年並の出荷を見込む。玉つきはよく
なく大玉傾向。静岡は天候に恵まれ玉つき
よく生育良好。

　茨城を中心に高知、岩手、宮崎からの入
荷となる。茨城はＧＷ明けからの好天で生
育は回復傾向、前年並の出荷を見込む。高
知、宮崎は終盤を迎え、岩手の出荷が本格
化してくる。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ９，４８６ 323 339 361 愛知 20%
２４年 ９，３８１ 347 353 349 フィリピン 18%
２５年 ８，６４０ 355 358 350 熊本 16%
２６年 ８，６７７ 377 371 394 青森 8%
２７年 ８，３８８ 406 395 392

５ ヵ 年 平 均 ８，９１４ － － －

２８年見通し ８，３００ － － －

２３年 １，０５９ 291 280 299 熊本 37%
２４年 １，１６５ 307 286 282 茨城 24%
２５年 １，０７４ 302 299 320 愛知 22%
２６年 １，１９０ 288 292 323 メキシコ 11%
２７年 １，２３３ 358 304 271

５ ヵ 年 平 均 １，１４４ 310 293 299

２８年見通し １，１５０ 0 0 0

２３年 １，９４７ 193 182 176 愛知 56%
２４年 ２，１２１ 206 198 172 熊本 30%
２５年 １，８２３ 207 210 195 鳥取 9%
２６年 ２，１２４ 227 208 168 石川 2%
２７年 １，９５８ 228 187 152

５ ヵ 年 平 均 １，９９４ 212 197 172

２８年見通し ２，０００ 0 0 0

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、茨城、愛知が中心。気温高
で生育は順調。茨城では３月の天候不順で
一部着果不良等も見受けられたが、６月に
入れば影響なく順調な出荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、単価は前
年をわずかに下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知が中心。他、熊本など。昨年
は天候不順で量少なかったが、産地の高齢
化の影響で、本年も前年並みに微減。熊本
産は、震災で一時期集荷場が被害を受けた
影響で出荷が減るも、今は通常に戻ってい
る。入荷量は前年をやや下回り、単価は前
年をやや上回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１７２
１８０
１９０
１８４
１６６

１７８

そ
　
の
　
他
　
メ
　
ロ
　
ン

２８１
２８７
２８８
３０１
３０７

２９３

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　国内の産地は愛知、熊本、そして青森と続
く。好天と気温高が続き、生育は順調で全体
的に前進化傾向。一方、びわについては九州
地方での１月の寒波の影響や他産地でも不作
の状況のため、今後の出回りは少ない見込
み。
　入荷量は価格ともに前年並みとなる見込
み。

果
　
　
実
　
　
計

３３４
３３７
３５４
３８１
４０１

３６０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３１，５０６ 320 358 380 茨城 20%

２４年 ３０，１７２ 354 379 389 千葉 15%

２５年 ２９，６７２ 357 379 399 熊本 11%

２６年 ２９，４５８ 385 420 440 フィリピン 9%

２７年 ３０，８１１ 425 434 416 青森 9%

５ ヵ 年 平 均 ３０，３２４ － － －

２８年見通し ３０，５００ － － －

２３年 ４，９４０ － － － 茨城 76%

２４年 ５，１３９ 334 338 303 千葉 9%

２５年 ４，１９７ 400 361 332 熊本 8%

２６年 ５，４０７ 359 342 319 山形 4%

２７年 ５，２９３ 424 351 252 メキシコ 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，９９５ 379※ 348※ 302※

２８年見通し ５，３００ 380 350 300

２３年 ８，７７８ 184 184 182 千葉 40%

２４年 ９，０４２ 212 193 168 熊本 24%

２５年 ８，６６１ 215 212 196 茨城 20%

２６年 ９，４７１ 233 216 189 鳥取 8%

２７年 １０，３４６ 245 191 154 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ９，２６０ 218 199 178

２８年見通し １０，０００ 240 200 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

果
　
　
実
　
　
計

３５４

３７６

３７８

４１６

４２５

３９０  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか類、メロン類中心にびわ、もも、ハ
ウスみかん等が入荷する。びわは不作で出回
り少なく高値で推移する見込み。びわ以外の
品目は好天に恵まれ生育は順調であり、すい
か類、メロン類、ももなどでは前進傾向が見
られる。入荷量、価格ともに前年並となる見
込み。

　クインシー、アンデスは茨城、タカミは茨
城、千葉中心に入荷する。各産地の各品目と
も気温高により生育は前進傾向であり、玉肥
大もよく大玉傾向が見られる。
 入荷量、価格ともに前年並となる見込み。

そ
　
の
　
他
　
メ
　
ロ
　
ン

３３３

３２３

３６５

３４０

３３５

３３９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、熊本、茨城を中心に入荷する。各産
地とも生育は順調で前進傾向。千葉は中旬か
ら露地ものが本格化する。熊本は前進傾向に
より例年より若干早い切り上がりとなる見込
み。
 入荷量は前年をやや下回り、価格は前年をや
や上回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１８３

１８７

２０７

２１２

１９４

１９７

前年主要産地（％）

注）「その他メロン」はメロン類からアールスメロンを除いたもの。

　　　※印は４ヵ年平均。

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　６　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　５月３１日現在）

２３年 １，９５６ ４５
実 ２４年 ２，２６９ ３１

２５年 １，５７５ ４８
績 ２６年 １，６７３ ４２

２７年 １，７８９ ３９

１，８５２ ４０

１，７５０ ４０

概
　
要

２３年 １，１５２ ３２
実 ２４年 １，３８７ ２２

２５年 １，１７２ ３３
績 ２６年 １，３２７ ３１

２７年 １，４６１ ２１

１，３００ ２７

１，４００ ２５

概
　
要

２３年 １，１９８ ３７
実 ２４年 １，１０９ ３２

２５年 ７８９ ５３
績 ２６年 １，０３７ ４１

２７年 ９４２ ４９

１，０１５ ４２

１，０００ ４５

概
　
要

２３年 １２６ ７５
実 ２４年 １３６ ６３

２５年 １３３ ７９
績 ２６年 １４７ ７３

２７年 １２７ ８６

１３４ ７５

１３５ ８０

概
　
要

　長野を中心に岐阜、愛知等から入荷する。今年は冬場の気温が高く、安定した出荷が続
いたため、母の日以降の切遅れが少なかった。高冷地も早くスタートし、産地移行はス
ムーズだが、上中旬のスプレーが不足することが予想される。また、下旬にはスタンダー
ドのピークが多少あると思われる。

２８年見通し

　高知、和歌山などの暖地が終了し、長野、福島、北海道など高冷地主体に切り替わる。
高冷地はやや前進傾向で、前半を中心に潤沢な出荷が見込まれる。そのため、業務の引合
いのある上位等級以外は重い荷動きが予想される。

２８年見通し

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

５ヶ年平均

　愛知、奈良、埼玉などから入荷する。今年は冬場の降雪が少なく、気温も高かったた
め、例年よりも前進傾向で高冷地の出荷が始まる。下旬に向け入荷は増加するが、上中旬
は不安定な入荷となる見込み。大きな需要はないが、安定した相場展開が予想される。

５ヶ年平均

２８年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重を中心に入荷する。徐々に夏秋系品種に切り替わり、白菊は上旬から精の一
世主体となる。順調な生育で上位等級中心に安定した出荷となる見込み。また、高冷地の
ハウス物も生育良好で順調に出荷が始まる。相場は業務主体に動き、一般需要は鈍い。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

単位：千本、円／本
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２３年 ４１０ １４０
実 ２４年 ４１０ １２７

２５年 ３９７ １１９
績 ２６年 ４０１ １１７

２７年 ３５５ １４１

３９５ １２９

４００ １３０

概
　
要

２３年 ３７４ ８１
実 ２４年 ３６４ ７９

２５年 ３５７ ８６
績 ２６年 ３６７ ９０

２７年 ３１９ ９９

３５６ ８７

３５０ ９０

概
　
要

２３年 ９５４ ５３
実 ２４年 ９２３ ５４

２５年 ９４５ ５０
績 ２６年 ９７７ ３８

２７年 ８９７ ５３

９３９ ４９

９００ ５５

概
　
要

２３年 １，４７９ ４０
実 ２４年 １，５３４ ３９

２５年 １，３３７ ４４
績 ２６年 １，４７２ ４２

２７年 １，３７５ ４５

１，４３９ ４２

１，４００ ４５

概
　
要

　岐阜、長野を中心に入荷する。人気のある山採りものやスモークツリーは堅調な動き。
新芽も落ち着き栽培ものの出荷が増え、安定した供給となる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　鹿児島、愛知、静岡、輸入物が入荷する。暖地から高冷地への移行時期であり、４、５
月のような潤沢な入荷はなく、若干少なめの入荷を見込む。相場は保合気味の展開を予想
する。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山等から入荷する。入荷は前年並みだが、改植の影響で品種に
よっては無くなるものもある。今年は土日の日がらも良くブライダル需要が見込め、強い
引き合いが期待される。

２８年見通し

　オリエンタルは新潟、高知、埼玉などから入荷する。新潟は生育順調で次第に増加す
る。高知は終盤で徐々に減る。鉄砲は高知、岐阜中心で、下旬になると兵庫からも入り潤
沢となる。ＬＡは埼玉、新潟等から入荷する。埼玉は黄・オレンジ系を主体に昨年よりも
多い出荷となる見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　５月２６日現在）

２３年 １９，８７８ ９８２

実 ２４年 ２２，３０２ １，０３４

２５年 ２１，３８５ ９２２

績 ２６年 ２５，５２６ ９２２

２７年 ２２，９２８ ９９７

２２，４０４ ９７０

２２，９００ ９９６

概
　
要

２３年 ２５，９４８ ２，９４２

実 ２４年 ２１，７８５ ３，０７０

２５年 ２２，２０４ ３，１２１

績 ２６年 ２６，０２５ ３，１６４

２７年 ２６，３４７ ３，０７８

２４，４６２ ３，０７４

２７，０００ ３，０００

概
　
要

２３年 ２８，７７１ １５５

実 ２４年 ２２，５４２ ２２５

２５年 ２９，４２１ ２１０

績 ２６年 ４０，１４９ １６８

２７年 ２６，６６４ ２２５

２９，５０９ １９３

２６，０００ ２２７

概
　
要

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は昨年並か。作付けに大きな変更は無いため、６号、７号サイズが主体の入荷の
見込み。ＭＩＸでの入荷が多く、色別では赤・ピンクが多いと思われる。
　昨年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知県（９０．９％）、２
位岐阜県（０．１％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は昨年並か。母の日需要も一段落し、単価は厳しい見込み。販売も天候に大きく
左右されると予想される。
　昨年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜県（６１．８％）、２
位愛知県（１３．９％）、３位愛媛県（１２．３％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並みか。単価は大輪系は昨年より不安定になる予想。ミディーのピンク系
は少ないものの昨年より若干安定すると予想。白系は不安定で、開花が早くなるのと病害
の心配がある。昨年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知県（５
８．２％）、２位静岡県（８．０％）、３位宮崎県（５．３％）となっている。

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２３年 ３４，５２４ ５４５

実 ２４年 ４７，４５５ ４０５

２５年 ５１，２１８ ５１４

績 ２６年 ６６，９２６ ５６０

２７年 ６０，４９８ ４７８

５２，１２４ ５０２

６１，０００ ４７２

概
　
要

２３年 １７，８８０ ２９９

実 ２４年 １７，８６９ ３０６

２５年 ２０，９２７ ２８１

績 ２６年 １７，７４３ ３２４

２７年 ２１，２３５ ２６９

１９，１３１ ２９４

２１，０００ ２７１

概
　
要

２３年 ４０，１２７ ６４９

実 ２４年 ４２，７９６ ７０２

２５年 ４２，３４９ ７３５

績 ２６年 ４１，４８０ ７５３

２７年 ３１，９３４ ７３６

３９，７３７ ７１４

３２，０００ ７３４

概
　
要

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

２８年見通し

　入荷量は昨年から減少する見込み。特に４～５号の入荷が減少し、６号と３号は昨年並
み。花茎数に関しては４号～６号は５本以上、３号は３本以上が理想。
　昨年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重県（６１．６％）、２
位愛知県（２５．５％）、３位岐阜県（１１．６％）となっている。

２８年見通し

　生産量が増えており、昨年並みの入荷を見込む。中旬までは潤沢で、玉咲き系とガクア
ジサイの八重咲き及びバイカラータイプが需要の中心だが、花持ちの良い八重咲き系の引
き合いがより強い。また、秋色タイプにした仕立ての出回りも多い。昨年６月の主要県の
入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知県（７４．４％）、２位埼玉県（５．
９％）、３位群馬県（４．３％）となっている。

卸売価格

２８年見通し

　入荷量は昨年並か減少か。愛知県産が中心の入荷を予定しているが、輸入原木の減少か
ら10号、８号、７号が大幅減少の見込み。
　昨年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知県（７０．６％）、２
位沖縄県（１５．９％）、３位岐阜県（３．７％）となっている。
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１　輸出実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

果実（生鮮・乾燥） 2,515 105.6 1,158,160 113.6 461 101.9 14,045 106 6,453,655 114 460 109

うんしゅうみかん 29 90.7 17,621 101.0 604 124.6 224 91 131,393 101 587 108

りんご 2,339 106.0 861,001 112.3 368 103.7 13,246 106 5,301,843 112 400 108

なし - 44.3 - 40.5 - - 27 44 12,552 41 474 91

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） … … 629,870 172.0 … … … … 1,719,555 172 … …

緑茶 353 112.3 929,625 120.2 2,637 125.2 1,051 112 2,562,706 120 2,437 98

２　輸入実績

野菜（生鮮・冷蔵） 76,432 89.0 10,086,959 103.8 132 124.8 185,416 89 26,083,566 104 141 117

トマト 570 99.7 215,029 99.2 377 98.3 1,481 100 564,471 99 381 99

たまねぎ 16,733 63.9 1,398,568 94.5 84 163.4 48,117 64 3,681,024 95 77 148

にんにく 1,985 102.6 517,707 126.2 261 123.4 4,908 103 1,244,018 126 253 123

ねぎ 4,099 93.2 831,619 151.3 203 191.9 11,931 93 2,212,107 151 185 162

結球キャベツ 781 40.4 38,345 43.0 49 109.9 2,756 40 127,773 43 46 106

ブロッコリー 2,432 117.0 508,169 109.3 209 90.0 4,207 117 943,237 109 224 93

にんじん・かぶ 5,677 90.5 356,546 92.4 63 116.3 11,680 90 636,101 92 54 102

ごぼう 4,129 124.1 254,571 138.1 62 104.3 11,289 124 734,098 138 65 111

えんどう 128 87.0 72,377 110.2 567 149.0 233 87 123,553 110 530 127

アスパラガス 2,144 119.4 1,212,124 107.6 565 78.9 4,431 119 2,999,193 108 677 90

まつたけ - 116.7 - 177.5 - - 0 117 822 178 4,893 152

しいたけ 187 67.1 61,526 66.4 328 92.0 614 67 222,267 66 362 99

かぼちゃ 23,809 104.7 1,637,380 82.4 69 89.0 50,249 105 3,962,707 82 79 79

果実（生鮮・乾燥） 154,684 108.5 27,365,022 110.7 177 100.3 391,625 108 70,272,427 111 179 102

バナナ（生鮮） 80,640 108.1 8,561,875 116.3 106 109.4 225,008 108 22,292,087 116 99 108

パイナップル（生鮮） 13,508 89.6 1,390,386 108.8 103 128.1 32,180 90 3,166,423 109 98 121

レモン（生鮮・乾燥） 3,491 88.8 764,193 79.9 219 85.4 11,051 89 2,603,678 80 236 90

オレンジ（生鮮・乾燥） 11,156 125.8 1,616,799 114.7 145 87.1 22,511 126 3,422,046 115 152 91

グレープフルーツ（生鮮・乾燥） 12,009 101.6 1,830,650 108.0 152 104.8 27,297 102 4,291,161 108 157 106

メロン（生鮮） 3,831 115.6 386,682 116.8 101 98.2 8,257 116 943,979 117 114 101

ぶどう（生鮮・乾燥） 7,833 231.9 2,353,284 241.9 611 201.3 14,855 232 4,726,065 242 637 207

キウイフルーツ（生鮮） 535 1889.7 176,844 1841.3 330 - 1,589 - 555,493 - 350 -

いちご（生鮮） - 1890.7 - 1842.3 - - 9 - 9,429 - 1,078 -

切花（生鮮・乾燥） 5,097 98.5 4,432,801 94.9 870 97.8 10,606 98 9,431,296 95 889 96

鳥獣肉類 162,503 112.8 77,750,865 97.5 478 83.7 474,464 113 228,385,890 97 481 86

牛肉（くず肉含む） 36,229 93.2 21,117,674 76.2 583 75.9 96,801 93 58,971,673 76 609 82

豚肉（くず肉含む） 72,045 120.6 37,947,177 114.6 527 96.1 209,112 121 110,256,210 115 527 95

鶏肉 44,389 118.0 10,046,390 89.4 226 72.8 140,254 118 33,940,889 89 242 76

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 124,853 100.8 81,578,898 96.1 653 96.3 377,076 101 249,368,562 96 661 95

まぐろ類 20,403 111.7 20,202,791 93.2 990 84.4 54,389 112 52,590,675 93 967 83

さば・さんま・あじ・いわし 7,364 77.2 1,401,380 68.5 190 86.8 24,990 77 4,897,058 68 196 89

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

※表中に使用した符号は、次のとおりです。

「 0 」 ・・・単位に満たないもの

「 … 」 ・・・事実不詳

「 - 」 ・・・事実のないもの

品 名
３ 月 ３ 月 ま で の 累 計

主 要 農 林 水 産 物 の 輸 出 入 実 績 （２０１６年）
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資料　農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」

資料　全　国…総務省統計局「消費者物価指数月報」

　　　愛知県…愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」

※豚肉は26年12月までロースの価格を示す。

資料　総務省統計局「小売物価統計調査報告」

関　　連　　指　　数

総 合
生 鮮
野 菜

生 鮮
果 物

肉 類 魚介類

25年 平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4

26年 平均 102.8 99.3 105.8 106.8 112.3

27年 12月 103.5 96.3 113.0 113.8 118.7

28年 1月 103.0 101.7 131.5 114.0 118.5

2月 103.2 108.3 137.5 114.0 117.5

3月 103.3 108.4 135.9 114.1 116.5

25年 平均 100.3 100.3 105.6 99.9 105.6

26年 平均 103.1 100.8 112.1 108.9 110.8

27年 12月 103.4 96.2 113.4 117.9 117.3

28年 1月 102.8 101.5 133.1 118.6 116.5

2月 103.0 109.3 142.2 115.1 117.5

3月 103.3 109.7 143.9 119.0 115.1

愛

知

県

消費者物価指数　　　　　 項　目

　年　月

全　国 平成22年=100
愛知県 平成22年=100

全
　
国

農産物
総　合

米 野菜 果実 畜産物

25年 平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

26年 平均 102.2 98.8 97.8 93.3 118.4

27年 12月 110.8 93.7 105.6 126.5 132.9

28年 1月 113.9 93.7 111.0 150.3 126.8

2月 120.6 93.6 128.1 153.1 130.8

3月 120.5 93.4 126.3 140.3 131.6

農業物価指数（平成22年=100）　　  項　目

 年　月

5kg 100g 1kg

25年 平均 2,112 147 178 629 457 297 160 388 231 569 695 162 567

26年 平均 2,109 170 190 661 481 321 162 376 276 581 695 162 545

27年 12月 1,903 129 129 573 434 308 113 352 247 722 586 178 491

28年 1月 1,920 125 114 634 572 311 127 331 232 675 638 189 522

2月 1,896 121 137 692 661 325 142 318 245 676 796 186 535

3月 1,887 133 217 625 614 358 163 349 244 612 781 174 555

100g 100g

25年 平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 794 231 428

26年 平均 584 336 437 174 240 824 530 166 175 336 825 228 440

27年 12月 564 480 425 192 259 866 521 177 182 389 973 236 500

28年 1月 675 484 451 213 263 922 521 168 175 347 933 245 475

2月 836 483 472 209 260 1,066 520 173 179 352 867 224 486

3月 951 415 484 206 265 1,099 518 194 191 379 940 240 469

　　　品　目
　　　単　位

  年　月

1kg

1kg 1kg 1本 100g
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あいち農産物生産流通レポート №516

平成２８年６月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６７１９   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


